
第33回日展金沢展………………………………2

甲冑と陣羽織、江戸時代の絵画Ⅰ ……………3

常設展示室 主な展示作品………………………4

図書閲覧室NOW ………………………………4

県美Q＆A、美術館の本、各地の展覧会 ……5

目 次

美術館小史・余話（23）………………………5

講演会記録、企画展示室、次回の展覧会 ……6

企画展TOPIC、六月の行事案内………………7

所蔵品紹介、ミュージアムショップ通信 ……8

平成14年6月1日発行 第224号

ホームページアドレス　http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

静寂　武腰敏昭　内閣総理大臣賞

第33回 日展 金沢展
会 期　5月25日（土）～6月16日（日）会期中無休
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日
展
は
長
い
伝
統
を
持
ち
、
所
属
作
家
層
の
厚
さ
と
優
れ
た

作
品
で
知
ら
れ
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
美
術
・
書
の

日
本
美
術
の
各
分
野
を
網
羅
し
、
わ
が
国
最
大
・
最
高
水
準
の

総
合
美
術
展
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
展
は
明
治
四
十
年
の
文
部
省
第
一
回
美
術
展
と
し
て
発
足

以
来
、
九
十
余
年
の
歴
史
を
持
ち
、
こ
の
間
、
そ
の
時
々
の
改
革

を
重
ね
な
が
ら
、
常
に
わ
が
国
美
術
界
の
中
核
と
し
て
日
本
美
術

文
化
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
昭
和
四
十
四
年

の
改
組
か
ら
数
え
て
三
十
三
回
目
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

金
沢
展
は
、
二
年
ぶ
り
十
七
回
目
の
開
催
で
す
。
本
展
の
力

作
の
中
か
ら
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
日
展
理
事
、
評
議
員
、
会

員
な
ど
の
秀
作
と
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
日
展
会
員
賞
、
特
選

な
ど
の
受
賞
作
品
約
三
百
点
を
選
抜
し
て
基
本
作
品
と
し
、
こ

れ
に
石
川
県
関
係
の
入
選
作
品
を
加
え
て
、
総
計
約
四
百
五
十

点
を
一
堂
の
も
と
に
展
示
し
ま
す
。

全
国
的
に
見
て
石
川
県
は
、
美
術
文
化
に
す
ぐ
れ
た
土
壌
を

持
ち
、
作
家
層
も
厚
く
、
今
回
は
新
入
選
九
人
を
含
め
百
十
六

人
が
入
選
し
ま
し
た
。
な
お
石
川
県
関
係
の
受
賞
作
品
は
、
工

芸
美
術
で
は
武
腰
敏
昭
氏
「
静
寂
」
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
干

田
浩
氏
「
羅
・
in
」
と
西
塚
龍
氏
「
星
夜
の
道
化
師
」
が
そ
れ

ぞ
れ
特
選
を
受
賞
。
日
本
画
で
は
石
川
義
氏
「
経
堂
へ
の
道
」

が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。
ま
た
彫
刻
で
も
渡
部
浩
氏
「
風

岬
」
が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
展
の
開
催
に
よ
っ
て
豊
か
な
芸
術
作
品
に
接
す
る
機
会
を

提
供
し
、
芸
術
文
化
の
向
上
、
情
操
教
育
の
振
興
に
役
立
て
ば

幸
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

◇
主
な
出
品
作
家
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

日
本
画

石
川
　
　
義
　
　
奥
田
　
元
宋
　
　
白
鳥
　
映
雪

鈴
木
　
竹
柏
　
　
高
山
　
辰
雄
　
　
濱
田
　
台
児

洋
　
画

風
岬
　
渡
部
浩
　
特
選

第3～9展示室

第33回日展金沢展
5月25日（土）～6月16日（日）会期中無休

主催／社団法人日展・北國新聞社・富山新聞社・テレビ金沢
石川県・石川県教育委員会・金沢市・金沢市教育委員会

羅
・
in

干
田
浩
　
特
選

円
地
　
信
二
　
　
奥
田
　
憲
三
　
　
庄
司
　
栄
吉

寺
島
　
龍
一
　
　
平
松
　
　
譲
　
　
森
田
　
　
茂

彫
　
刻

石
田
　
康
夫
　
　
北
村
　
治
禧
　
　
得
能
　
節
朗

富
永
　
直
樹
　
　
野
々
村
一
男
　
　
渡
部
　
　
浩

工
芸
美
術

青
木
　
龍
山
　
　
井
波
　
唯
志
　
　
大
樋
長
左
衛
門
（
年
朗
）

奥
田
小
由
女
　
　
武
腰
　
敏
昭
　
　
高
橋
　
節
郎

帖
佐
　
美
行
　
　
西
塚
　
　
龍
　
　
蓮
田
修
吾
郎

干
田
　
　
浩
　
　
三
谷
　
吾
一

書
小
林
　
斗Ø

杉
岡
　
華
邨
　
　
田
島
　
方
外

村
上
　
三
島
　
　
横
西
　
霞
亭

星
夜
の
道
化
師
　
西
塚
龍
　
特
選

釉
「
不
識
」
飾
壺
　
大
樋
長
左
衛
門
（
年
朗
）

（
日
展
常
務
理
事
）

経
堂
へ
の
道
　
石
川
義
　
文
部
科
学
大
臣
賞

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一般・大学生
1,000円

中・高生
700円

小学生
400円

一般・大学生
800円

中・高生
500円

小学生
300円

個
　
　
　
人

※
石
川
県
立
美
術
館
友
の
会
会
員
は
、
正
面
受
付
で
会
員
証
を

提
示
さ
れ
る
と
、
団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。

◆
作
品
解
説
日
程
（
六
月
分
の
み
掲
載
。
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

日
本
画

洋
画

彫
刻

工
芸
美
術

書

平
木
　
孝
志
大
滝
由
季
生
野
畠
耕
之
介
三
谷
　
吾
一
三
藤
　
観
映

彫
刻

工
芸
美
術

書

山
瀬
　
晋
吾

角
野
　
岩
次

田
島
　
方
外

洋
画

彫
刻

工
芸
美
術

円
地
　
信
二

石
田
　
康
夫

北
出
不
二
雄

書

日
本
画

洋
画

横
西
　
霞
亭

百
々
　
俊
雅

松
本
　
　
昇

14:30

〜

16:00

13:00

〜

14:30

10:30

〜

12:00

時
間

月
日

13:00
〜
14:00

14:00
〜
15:00

15:00
〜
16:00

11:00
〜
12:00

10:00
〜
11:00

時
間

月
日

６
月
4
日（
火
）

６
月
６
日（
木
）

６
月
10
日（
月
）

６
月
12
日（
水
）

飩飴
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天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）、
藩
祖
前
田
利
家
が
金
沢
へ
入
城

し
た
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
前
田
家
歴
代
藩
主
所
用
の
甲か
っ

冑ち
ゅ
う・
陣
羽
織

じ
ん
ば
お
り

及
び
鞍く
ら

・
鐙
あ
ぶ
み
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

人
類
が
生
ま
れ
て
争
い
が
始
ま
る
と
、
身
を
守
る
た
め
に
甲

冑
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
簡
素
な
も
の
で
し
た
が
、

時
代
の
経
過
や
戦
い
の
変
化
に
応
じ
て
次
第
に
改
良
が
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
〜
七
七
）
以
後
、
室
町
幕
府
の
権
威

が
衰
え
、
各
地
に
武
将
が
割
拠
し
て
争
い
、
戦
闘
が
絶
え
な
い

戦
国
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
戦
闘
は
、
槍
の
普
及
さ

ら
に
は
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
の
鉄
砲
伝
来
を
契
機
と
し

て
、
密
集
隊
形
に
よ
る
徒
歩
集
団
戦
へ
と
変
化
し
、
機
敏
な
動

き
を
す
る
た
め
に
よ
り
軽
い
甲
冑
が
大
量
に
求
め
ら
れ
、
ま
た
、

攻
撃
具
が
多
様
化
、
強
力
化
し
た
の
に
と
も
な
い
、
防
具
で
あ

る
甲
冑
の
変
化
も
う
な
が
さ
れ
、
よ
り
頑
丈
な
も
の
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
作
ら
れ
て
き
た
甲

冑
の
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
構
成
さ
れ
生

ま
れ
た
の
が
当
世
と
う
せ
い

具ぐ

足そ
く

で
す
。
具
足
と
は
、
装
具
の
完
備
し
た

甲
冑
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
大
鎧

お
お
よ
ろ
い
、
胴
丸
、
腹
巻
な
ど
が
そ
れ

だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
当
世
具
足
は
兜
・
面

具
・
胴
・
袖
と
籠
手
こ

て

・
臑
当
す
ね
あ
て

・
佩
楯
は
い
だ
て

の
七
具
な
ど
を
す
べ
て
皆

具
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

今
回
は
、
修
復
が
完
了
し
ま
し
た
三
代
利
常
の
甲
冑
を
は
じ

め
二
十
二
点
を
展
示
し
ま
す
。

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集
NHK大河ドラマ「利家とまつ」放映協賛

甲冑と陣羽織
5月23日（木）～6月16日（日）

帰
去
来
図
　
狩
野
友
益

常設展示室（第2展示室）
特　集

江戸時代の絵画Ⅰ
5月23日（木）～6月16日（日）

日
本
の
絵
画
史
を
概
観
す
る
と
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸

時
代
前
期
、
西
暦
で
言
え
ば
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前

半
に
か
け
て
注
目
す
べ
き
展
開
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
今
話
題
の

雪
舟
の
一
連
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
絵
画

は
、
中
国
の
伝
統
と
の
鮮
烈
な
出
会
い
に
よ
っ
て
日
本
的
美
意

識
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
、
明
確
な
方
向
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
村
田
珠
光
が
「
心
の
文
」
で
侘
茶
に
つ
い

て
言
及
し
た
〝
和
漢
の
境
を
紛
ら
か
す
こ
と
肝
要
〞
に
通
じ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
文
化
全
般
に
見
ら
れ
る
特
質
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
館
で
は
、
か
つ
て
開
館
十
周
年
記
念
特
別
展
と
し
て
「
日

本
美
の
心
―
絵
画
に
み
る
装
飾
性
と
抒
情
性
、
十
六
、
十
七
世

紀
を
中
心
に
―
」
と
い
う
展
覧
会
を
開
催
し
て
、
上
記
の
展
開

を
再
認
識
し
ま
し
た
（
な
お
、
同
展
の
図
録
は
定
価
二
千
円
で

当
館
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
）。

今
回
の
特
集
は
、
展
示
点
数
は
六
点
と
少
な
い
で
す
が
、
こ

の
特
別
展
の
「
続
編
」
と
言
え
る
も
の
で
す
。
織
田
信
長
や
豊

臣
秀
吉
が
天
下
統
一
を
目
指
し
た
十
六
世
紀
後
半
は
、
城
郭
建

築
と
相
ま
っ
て
、
屏
風
や
襖
絵
な
ど
大
画
面
の
絵
画
が
多
様
な

展
開
を
遂
げ
、
様
々
な
流
派
が
力
量
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
入
り
、
狩
野
派
が
幕
府
の
御
用
絵
師
に
な
る
と
諸
流

派
は
再
編
さ
れ
、
代
わ
っ
て
町
絵
師
が
活
躍
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
従
来
か
ら
の
漢
画
系
、
や
ま
と
絵
系
と
い

う
流
派
固
有
の
様
式
を
緩
や
か
に
し
、
こ
の
両
者
を
融
合
す
る

新
た
な
様
式
を
生
み
ま
し
た
。
こ
の
根
底
に
も
室
町
時
代
以
来

の
大
き
な
潮
流
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
大
名
や
武
家

と
と
も
に
、
町
人
が
絵
画
の
有
力
な
需
要
層
と
な
っ
て
き
た
こ

と
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
狩
野
派
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
前
期
の

漢
画
系
の
画
家
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
伝
統
の
踏
襲
と
時
代
の

趣
味
へ
の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
作
品
を
構
成
し
ま
し
た
。
江

戸
時
代
の
狩
野
派
に
対
し
て
は
、
と
か
く
伝
統
の
墨
守
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
展
示
を
通
し
て
狩
野
派
の

「
柔
軟
性
」
も
再
認
識
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
甲
冑
と
陣
羽
織

六
十
二
間
星
兜

信
貞

障
子
文
金
銀
象
嵌
鐙

黒
塗
六
十
二
間
甲
冑
　
　
　
三
代
利
常
所
用

菖
蒲
革
包
頭
巾
甲
冑
　
　
　
十
一
代
治
脩
は
る
な
が

所
用

蕨
手
文
陣
羽
織
　
　
　
　
　
五
代
綱
紀
つ
な
の
り

所
用

鱗
形
に
松
皮
菱
文
陣
羽
織
　
五
代
綱
紀
所
用

日
の
出
に
立
波
文
陣
羽
織
　
六
代
吉
徳
よ
し
の
り

所
用

牡
丹
獅
子
文
陣
羽
織
　
　
　
七
代
宗
辰
む
ね
と
き

所
用

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室
（
古
美
術
）

古
九
谷

○
□
色
絵
布
袋
図
平
鉢

□
色
絵
百
花
散
双
鳥
図
平
鉢

□
色
絵
鵜
草
花
図
平
鉢

特
集
　
江
戸
時
代
の
絵
画
Ⅰ

義
経
図

狩
野
常
信

源
氏
物
語
図

御
所
車
図

琴
棋
書
画
図

帰
去
来
図
・≈

渓
訪
戴
図

狩
野
友
益

唐
獅
子
図

狩
野
伯
圓

第
３
〜
６
展
示
室
（
近
現
代
美
術
）

現
在
第
33
回
日
展
金
沢
展
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
六
月
二
十
日
（
木
）
よ
り
再
開
い
た
し
ま
す
。

常設展示室

主な展示作品
5月23日（木）～6月16日（日）
'＝国宝　◎＝重要文化財　○＝重要美術品

□＝石川県指定文化財

□
色
絵
百
花
散
双
鳥
図
平
鉢
　
古
九
谷

図
書
閲
覧
室
Ｎ
Ｏ
Ｗ

新
着
図
書
紹
介

本
年
、
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
京
都
国
立
博
物
館
と
東

京
国
立
博
物
館
で
、
大
規
模
な
「
雪
舟
」
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
展
覧
会
図
録
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
展
は
、
雪
舟
の
没
後
五
百
年
（
た
だ
し
、
没
年
は
文
亀

二
＝
一
五
〇
二
年
説
と
永
正
三
＝
一
五
〇
六
年
説
が
あ
り
ま

す
）
に
ち
な
ん
で
、
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
雪
舟
の
展
覧
会

は
、
昭
和
三
十
一
年
に
東
京
国
立
博
物
館
で
没
後
四
百
五
十
年

（
永
正
三
年
没
説
に
も
と
づ
く
）
を
記
念
し
て
、
大
き
な
展
覧

会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
来
の
大
回
顧
展
と
い
え
ま

す
。
内
容
は
、「
山
水
長
巻
」「
秋
冬
山
水
図
」「
破
墨
山
水
図
」

「
天
橋
立
図
」「
山
水
図
」
と
い
っ
た
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

傑
作
を
は
じ
め
、
雪
舟
の
代
表
作
を
網
羅
す
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
影
響
を
受
け
た
り
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
同
時
代
の
画

人
や
、
雪
舟
の
作
品
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
中
国
絵
画
な
ど
、

幅
広
い
視
点
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
当
館
か
ら

も
雪
舟
の
弟
子
で
あ
っ
た
秋
月
等
観
の
「
西
湖
図
」（
重
要
文

化
財
）
が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。

図
録
は
、
A
4
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
約
三
百
四
十
頁
の
豪

華
な
も
の
で
、
巻
頭
に
は
著
名
な
研
究
者
の
論
文
、
そ
れ
に
続

い
て
見
応
え
の
あ
る
作
品
図
版
、
後
半
部
分
に
は
詳
細
な
作
品

解
説
、
関
連
資
料
が
付
さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、

一
般
愛
好
家
に
も
必
見
の
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
昭

和
三
十
一
年
の
雪
舟
展
の
図
録
は
、
B
5
判
、
モ
ノ
ク
ロ
で
約

六
十
頁
の
い
た
っ
て
簡
素
な
も
の
で
し
た
（
た
だ
、
別
に
豪
華

図
録
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
が
）。
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
時
代
の

趨
勢
と
は
い
え
、
近
年
、
い
か
に
展
覧
会
図
録
が
大
型
化
さ
れ
、

技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
鮮
明
な
図
版
を
豊
富
に
掲
載
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

※
開
室
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
。
貸
出

し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

□
色
絵
鵜
草
花
図
平
鉢
　
古
九
谷

唐
獅
子
図
　
狩
野
伯
圓
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図
書
閲
覧
室
の
利
用
の
仕
方
は
？

図
書
閲
覧
室
は
誰
で
も
利
用
で
き
る
の
で

す
か
？
何
か
特
別
な
申
し
込
み
手
続
き
が

い
り
ま
す
か
？

何
の
手
続
き
も
い
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で

も
ご
自
由
に
ご
利
用
下
さ
い
。

多
く
の
友
の
会
会
員
の
方
々
は
、
入
会
手

続
き
の
た
め
に
年
に
一
度
は
こ
こ
を
訪
れ
て

下
さ
い
ま
す
ね
。
で
も
実
際
に
利
用
な
さ
っ

て
い
る
方
は
と
い
う
と
、「
少
な
い
！
」
の
一

言
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
美
術
館
は
展

覧
会
を
見
に
行
く
所
だ
し
、
本
な
ら
図
書
館

へ
行
け
ば
い
い
」「
貸
出
し
・
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ

ス
が
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
。「
ん
、
そ
ん
な
の
あ
っ
た
の
？
」
と

い
う
人
も
ま
だ
ま
だ
多
そ
う
で
す
…
。

さ
て
、
こ
こ
に
は
全
国
各
地
の
美
術
館
展
覧

会
図
録
を
は
じ
め
、
公
共
図
書
館
で
は
あ
ま
り

目
に
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
よ
う
な
美
術
関
係

図
書
が
、
数
多
く
（
二
万
冊
以
上
！
）
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
だ
け
の
部
屋
で

す
が
、
ま
さ
に
知
る
人
ぞ
知
る
美
術
書
の
穴
場

で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
不
便
な
の
は
小
さ
な
部
屋

な
の
で
開
架
で
き
る
本
が
と
て
も
少
な
く
、
大

部
分
は
書
庫
内
に
あ
る
こ
と
。
で
も
探
す
こ
と

な
ら
心
配
御
無
用
。
館
内
四
ヶ
所
（
そ
の
う
ち

の
一
つ
は
閲
覧
室
内
）
に
設
置
さ
れ
た
、
デ
ジ

タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
使
え

ば
と
て
も
簡
単
。
室
内
に
は
係
員
も
必
ず
い
ま

す
の
で
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

美
術
館
が
お
好
き
な
方
な
ら
、
こ
こ
も
利
用
し

な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
石
川
県
美
術
館
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
開
館
し
て
い
る
の

で
、
昭
和
四
十
四
年
は
開
館
十
周
年
の
歳
に
当
た
っ
た
。
ど
こ

の
美
術
館
や
博
物
館
で
も
、
開
館
十
周
年
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
節
目
の
歳
な
の
で
、
必
ず
記
念
的
な
展
観
や
行
事
が
実
施
さ

れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
当
館
で
も
昭
和
四
十
二
年
に
入
っ
て

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
展
観
を
開
催
す
べ
き
か
検
討
さ
れ
は
じ
め

た
が
、
折
し
も
読
売
新
聞
社
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ロ
ー
ト

レ
ッ
ク
の
展
示
を
開
催
し
な
い
か
と
い
う
申
し
入
れ
を
受
け

た
。
日
本
で
の
開
催
は
確
か
三
ヶ
所
。
東
京
と
京
都
は
そ
れ
ぞ

れ
の
国
立
近
代
美
術
館
で
、
そ
し
て
地
方
で
は
当
館
一
館
の
み

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
展
の
開
催

は
、
昭
和
四
十
三
年
度
の
実
施
事
業
で
あ
っ
て
、
当
館
の
十
周

年
事
業
に
当
て
る
に
は
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
最

後
の
会
場
を
引
き
受
け
れ
ば
、
年
度
は
一
年
先
で
も
、
開
催
す

る
年
月
は
昭
和
四
十
四
年
三
月
で
あ
り
、
開
館
十
周
年
と
い
え

な
い
こ
と
も
な
い
と
い
う
、
今
考
え
て
み
れ
ば
実
に
乱
暴
な
理

屈
を
つ
け
て
開
催
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
の
最
初
の
会
場
で
あ
る
京
都
国
立
近
代

美
術
館
で
、
開
催
期
間
中
「
マ
ル
セ
ル
の
肖
像
」
と
い
う
作
品

が
盗
難
に
遭
う
事
件
が
発
生
し
た
。
当
館
で
の
開
催
も
無
理
し

て
決
定
し
た
手
前
も
あ
り
、
き
っ
と
厳
重
な
管
理
体
制
が
要
求

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
中
止
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も
あ
っ
た

が
、
当
館
と
し
て
は
初
め
て
の
海
外
か
ら
の
展
観
だ
と
い
う
こ

と
で
、
予
定
通
り
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
展
示
室
で
の
監
視
体

制
は
、
初
め
て
今
で
い
う
ガ
ー
ド
マ
ン
を
入
れ
、
夜
は
近
く
の

交
番
か
ら
警
察
官
の
見
回
り
を
お
願
い
し
、
ど
う
に
か
展
観
は

無
事
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
盗
難
事
件
が
話
題
を
巻
き
起
こ
し

た
こ
と
な
ど
も
手
伝
っ
て
、
北
陸
で
は
三
月
と
い
う
悪
い
時
期

で
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
四
万
人
も
の
入
場
者
を
記
録

し
盛
会
で
あ
っ
た
。

美
術
館
小
史
・
余
話
23

旧
館
開
館
十
周
年
の
歳
を
迎
え
て（
一
）

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
品
図
録

税
込
定
価（
円
）三
、
五
〇
〇

前
田
育
徳
会
展
示
室
　
開
館
記
念
名
宝
展

一
、
五
〇
〇

前
田
利
為
と
尊
經
閣
文
庫

二
、
〇
〇
〇

工
芸
作
品
と
図
案
　
―
創
造
へ
の
思
考
―

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
家
没
後
4
0
0
年

利
家
が
生
き
た

桃
山
時
代
の
美
術

二
、
五
〇
〇

没
後
25
年
　
写
実
と
幻
想
の
巨
匠

宮
本
三
郎

二
、
三
〇
〇

初
公
開
欧
州
随
一
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ラ
ン
ゲ
ン
夫
妻
の
眼

二
、
〇
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―

九
谷
名
品
図
録（
改
訂
版
）

二
、
〇
〇
〇

彫
刻
家
　
吉
田
三
郎

二
、
〇
〇
〇

花
の
様
式
　
ナ
ン
シ
ー
派
展

二
、
二
〇
〇

花
と
緑
の
名
品
展
　
―
自
然
と
の
対
話
―

二
、
〇
〇
〇

日
本
芸
術
院
会
員
　
大
樋
長
左
衛
門
の
世
界

二
、
二
〇
〇

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中

郵
送
ご
希
望
の
方
は
当
館
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

（
美
術
館
の
本
）

最
新
刊

！！

各
地
の
展
覧
会

六
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

2
0
0
2
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
記
念

韓
国
の
名
宝

6
／
11
〜
7
／
28

東
京
国
立
博
物
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
三
八
二
二
―
一
一
一
一
）

よ
ろ
こ
び
の
歌
を
唄
い
た
い
ー
宮
崎
進
展

7
／
7
ま
で

横
浜
美
術
館
（
横
浜
市
西
区
・
〇
四
五
―
二
二
一
―
〇
三
〇
〇
）

モ
ネ
展
　
睡
蓮
の
世
界

6
／
16
ま
で

名
古
屋
市
美
術
館
（
名
古
屋
市
中
区
・
〇
五
二
―
二
一
二
―
〇
〇
〇
一
）

イ
タ
リ
ア
抽
象
絵
画
の
巨
匠

ア
フ
ロ
　
ブ
ッ
リ
　
フ
ォ
ン
タ
ナ

6
／
6
〜
7
／
21

国
立
国
際
美
術
館
（
吹
田
市
・
〇
六
―
六
八
七
六
―
二
四
八
一
）

ク
ラ
ー
ク
財
団
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
日
本

5
／
28
〜
6
／
30

大
阪
市
立
美
術
館
（
大
阪
市
天
王
寺
区
・
〇
六
―
六
七
七
一
―
四
八
七
四
）

大
仏
開
眼
1
2
5
0
年
　
東
大
寺
の
す
べ
て

7
／
7
ま
で

奈
良
国
立
博
物
館
（
奈
良
市
・
〇
七
四
二
―
二
二
―
七
七
七
一
）

松
方
・
大
原
・
山
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
た
ど
る

美
術
館
の
夢

6
／
23
ま
で

兵
庫
県
立
美
術
館
（
神
戸
市
中
央
区
・
〇
七
八
―
二
六
二
―
〇
九
〇
一
）
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第
６
回
石
川
県
日
本
画
協
会
展

六
月
二
十
二
日（
土
）〜
二
十
六
日（
水
）

（
第
8
・
9
展
示
室
）

石
川
県
日
本
画
協
会
に
所
属
し
、
公
募
展
の
枠
組
み
を
越
え

て
活
躍
し
て
い
る
県
内
在
住
の
日
本
画
の
作
家
に
よ
る
展
覧
会

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
会
員
の
一
年
間
の
取
組
の
発
表
と
し
て
、
あ

る
い
は
、
今
後
の
制
作
に
向
け
て
の
実
験
的
な
取
組
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
・
模
索
を
目
的
と
し
た
研
鑽
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
広
く
県
内
日
本
画
家
の
作

品
を
知
る
上
で
、
絶
好
の
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

入
場
無
料

〈
連
絡
先
〉
能
美
郡
辰
口
町
松
が
岡
四
―
三
〇

石
川
県
日
本
画
協
会
事
務
局
長
　
上
口
文
治

1
〇
七
六
一
―
五
一
―
六
八
一
五

石
川
の
書
展

六
月
二
十
九
日（
土
）〜
七
月
三
日（
水
）

（
第
8
・
9
展
示
室
）

石
川
県
内
の
代
表
的
な
書
作
家
の
新
作
約
二
百
展
を
展
示
し

ま
す
。
石
川
県
書
美
術
振
興
会
は
会
派
・
社
中
を
超
え
た
書
作

家
の
団
体
で
あ
り
、
日
本
の
代
表
的
な
書
作
家
の
作
品
を
展
示

す
る
「
日
本
の
書
展
」
と
、
県
内
作
家
の
新
作
を
展
示
す
る

「
石
川
の
書
展
」
を
一
年
お
き
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
本
展
は

県
内
書
壇
の
現
状
を
知
る
上
で
格
好
の
展
覧
会
で
す
。

入
場
料

一
般
五
〇
〇
円
　
高
大
生
三
〇
〇
円
　
小
中
生
一
〇
〇
円

（
団
体
料
金
は
各
五
〇
円
引
）

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
。

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
五
―
一

北
國
新
聞
社
事
業
局
　
石
川
県
書
美
術
振
興
会

1
〇
七
六
―
二
六
〇
―
三
五
八
一

企
画
展
示
室

次
回
の
展
覧
会

花
鳥
画
の
世
界

（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

古
九
谷
・
再
興
九
谷

（
第
２
展
示
室
）

六
月
二
十
日（
木
）〜
七
月
二
十
二
日（
月
）

第
43
回
北
陸
二
科
展

六
月
二
十
九
日（
土
）〜
七
月
四
日（
木
）

（
第
7
展
示
室
）

二
十
世
紀
の
初
頭
か
ら
、
発
足
以
来
二
科
会
は
、
一
流
一
派

式
に
会
の
方
向
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
制
作
上
の
自
由

と
新
し
い
価
値
の
創
造
を
鉄
則
と
し
て
歩
い
て
き
ま
し
た
。
今

年
の
秋
は
、
87
回
展
を
東
京
都
美
術
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

我
ら
北
陸
支
部
員
五
十
余
名
は
、
こ
の
一
年
間
制
作
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
展
出
品
作
を
中
心
に
、
絵
画
、
彫
刻
百
点

余
り
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

入
場
無
料

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
旭
町
一
―
一
二
―
一
〇

二
科
会
北
陸
支
部
長
　
山
岸
光
代

1
〇
七
六
―
二
六
一
―
一
五
八
一

特
別
陳
列
　
プ
リ
ズ
ム
の
き
ら
め
き
か
ら

〜
西
田
洋
一
郎
絵
画
空
間
〜

（
第
４
展
示
室
）

六
月
二
十
日（
木
）〜
七
月
二
十
二
日（
月
）

プ
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
国
際
的
に

活
躍
す
る
画
家
西
田
洋
一
郎
氏
の
、
精
緻
な
世
界
を
紹
介
し
ま

す
。
ア
ク
リ
ル
画
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
ま

で
、
幅
広
い
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

「
没
後
十
五
年
高
光
一
也
展
」
開
催
中
の
一
月
十
三
日
、

高
光
一
也
氏
の
ご
子
息
で
陶
芸
家
、
高
光
一
生
氏
の
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
前
半
は
、
僧
侶
と
し
て
の
父
一
也
氏
の
姿
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
、
小
松
市
の

本
覚
寺
で
の
法
話
を
お
聞
き
い
た
だ
き
、
後
半
は
一
生
氏
が
父

で
あ
り
、
先
輩
作
家
で
あ
り
、
ま
た
仏
教
者
で
あ
っ
た
一
也
氏

に
対
す
る
思
い
を
、
一
也
氏
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
取
材
旅
行
の
際
に

撮
影
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
バ
ッ
ク
に
語
る
と
い
う
構
成
で
し
た
。

画
家
と
し
て
高
光
氏
を
よ
く
知
る
方
で
も
、
氏
の
法
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
約
四
十
分
間
テ

ー
プ
で
お
聞
き
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
卑
近
な
話
題
を
た
と

え
に
、
ま
る
で
漫
談
を
聞
い
て
い
る
よ
う
で
、
超
満
員
の
会
場

は
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
金
沢
弁
丸
出
し
の
ざ
っ
く
ば

ら
ん
な
口
調
は
、
厳
格
な
画
家
と
し
て
の
姿
し
か
知
ら
ぬ
我
々

に
と
っ
て
は
驚
き
で
、
こ
う
し
た
姿
を
知
っ
て
い
る
の
と
い
な

い
の
と
で
は
、
作
品
に
対
す
る
見
方
考
え
方
も
違
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
仏
教
者
と
し
て
の
高
光
一
也
氏

の
深
さ
を
少
し
う
か
が
え
た
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
で
一
生
氏
は
、
陶
芸
家
で
あ
る
自
分
の
立
場
と
の
比
較

か
ら
、
作
家
に
と
っ
て
制
作
環
境
の
整
備
が
い
か
に
重
要
な
こ

と
で
あ
る
か
、
そ
し
て
父
一
也
氏
が
そ
う
し
た
環
境
を
作
っ
て

く
れ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
父
親
を
一
番
知
ら
な
い
の
は
、
実
は
身
近
に
い
る
子
供
、

つ
ま
り
自
分
で
あ
っ
た
が
、
最
近

徐
々
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

（
今
回
の
講
演
会
で
は
、
一
也
氏
の
法

話
テ
ー
プ
を
お
聴
き
い
た
だ
く
こ
と

に
重
き
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。）

親
父
と
私

講
演
会
記
録

親
父
と
私講

師

高
光
一
生
氏
（
陶
芸
家
）



― 7 ―

石川県立美術館だより　第224号

※
今
月
の
全
館
休
館
日
は
六
月
十
七
日（
月
）〜
十
九
日（
水
）で
す
。

古
典
文
学
の
意
匠
　
源
氏
物
語
1

（
前
田
武
輝
　
学
芸
専
門
員
）

ド
ラ
ク
ロ
ワ
　
ロ
マ
ン
主
義
の
逆
説
Ⅰ
　
時
代
に
遅
れ
て
き
た
青
年
（
23
分
）

保
存
の
は
な
し
　
絵
画

（
宮
　
衛
　
学
芸
第
二
課
長
）

貴
志
康
一
　
1

交
響
組
曲
「
日
本
ス
ケ
ッ
チ
」「
日
本
組
曲
」
よ
り
（
約
40
分
）

漆
芸
の
魅
力
　
7

漆
芸
と
木
竹
工

（
寺
尾
健
一
　
学
芸
専
門
員
）

ド
ラ
ク
ロ
ワ
　
ロ
マ
ン
主
義
の
逆
説
Ⅱ
　
魂
の
貴
族
性
に
つ
い
て
（
23
分
）

戦
国
武
将
と
茶
の
湯

（
高
嶋
清
栄
　
学
芸
専
門
員
）

幻
視
の
画
家
ボ
ッ
シ
ュ
Ⅰ
　
異
端
の
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
（
23
分
）

速
水
御
舟
　
そ
の
壮
烈
果
敢
な
芸
術
生
涯
（
23
分
）

洋
画
家
列
伝
12

小
磯
良
平

（
二
木
伸
一
郎
　
学
芸
専
門
員
）

貴
志
康
一
　
2

交
響
組
曲
「
仏
陀
」「
7
つ
の
日
本
歌
曲
」
よ
り
（
約
60
分
）

6
／
1
（
土
）

6
／
2
（
日
）

6
／
8
（
土
）

6
／
9
（
日
）

6
／
15
（
土
）

6
／
16
（
日
）

6
／
22
（
土
）

6
／
23
（
日
）

6
／
29
（
土
）

6
／
30
（
日
）

行
　
　
事

月
　
　
日

六
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

利
家
の
名
前
が
茶
の
湯
の
世
界
に
登
場
す
る
の
は
、
天
正
十

一
年
（
一
五
八
三
）
十
月
五
日
の
こ
と
で
す
。
大
坂
の
津
田
宗

及
邸
で
催
さ
れ
た
茶
室
披
き
の
茶
会
に
、
正
客
と
し
て
招
か
れ

た
秀
吉
の
相
伴
と
し
て
、
織
田
長
益
（
有
楽
）
と
と
も
に
参
席

し
て
い
ま
す
（『
宗
及
自
会
記
』）。
宗
及
は
信
長
・
秀
吉
の
茶

堂
で
あ
り
、
利
休
と
並
ぶ
達
人
で
す
。
同
十
五
年
十
月
一
日
、

秀
吉
は
天
下
統
一
を
目
前
に
し
て
、
自
ら
の
権
力
を
茶
の
湯
を

通
じ
て
天
下
に
誇
示
す
る
た
め
、「
北
野
大
茶
湯
」
を
北
野
天

満
宮
社
頭
で
催
し
て
い
ま
す
。
利
家
も
参
席
し
、
秀
吉
の
右
座

の
一
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
（『
北
野
大
茶
之
湯
記
』）。

こ
の
大
茶
会
の
様
子
を
絵
巻
（
浮
田
一
�
筆
）
か
ら
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）、
秀
吉
の
朝
鮮

出
兵
に
と
も
な
い
利
家
は
肥
前
名
護
屋
へ
布
陣
し
ま
す
が
、
十

一
月
十
五
日
昼
、
博
多
の
豪
商
で
茶
人
で
あ
る
神
谷
宗
湛
を
招

い
て
一
客
一
亭
の
茶
会
を
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
使
用
さ

れ
た
道
具
に
つ
い
て
、『
宗
湛
日
記
』
に
は
詳
し
く
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
時
に
床
に
掛
け
ら
れ
た
軸
が
「
小
倉
色
紙
」

で
す
。
小
倉
色
紙
と
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
著
名
な
歌
人
藤
原

定
家
が
、
晩
年
、
嵯
峨
の
小
倉
山
荘
に
お
い
て
、
歌
人
百
人
の

乱
世
に
お
け
る
武
将
は
優
れ
た
政
治
家
で
あ
る
と
同
時
に
、

一
人
の
人
間
で
す
。
決
し
て
戦
闘
ば
か
り
を
好
ん
で
い
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
生
」
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
そ
の
生
き
方
に
は
、
今
日
の
我
々
が
大
い
に
参
考
と
し
な

け
ら
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
、
基
本
的
な
「
人
間
性
」
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
代
に
は
、

千
利
休
に
よ
っ
て
茶
道
が
大
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
真
剣

に
生
き
た
時
代
が
生
み
出
し
た
精
神
世
界
の
象
徴
と
い
え
ま
し

ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
戦
国
の
武
将
に
と
っ
て
、
茶
の
湯
は
単
な
る
娯

楽
や
遊
戯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
常
に
死
と
隣
り
合
わ
せ

の
社
会
に
生
き
、
強
靱
な
精
神
力
を
要
求
さ
れ
た
彼
ら
に
と
っ

て
、
茶
の
湯
が
醸
し
出
す
「
静
」
の
世
界
は
、
人
間
と
し
て
の

自
己
を
取
り
戻
す
心
の
慰
め
と
し
て
、
限
り
な
く
魅
了
さ
れ
る

の
も
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
ま
た
教
養

と
し
て
の
魅
力
、
さ
ら
に
は
名
物
茶
器
へ
の
憧
れ
は
、
自
己
の

権
力
誇
示
の
側
面
か
ら
も
、
茶
の
湯
執
心
の
大
き
な
要
素
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
天
下
統
一
を
果
た
し
た
織
田
信
長
は
、

入
手
し
た
名
器
を
、
戦
功
の
あ
っ
た
者
に
褒
美
と
し
て
授
け
る

な
ど
、
武
将
を
統
制
す
る
政
策
と
し
て
利
用
し
た
の
で
す
。
そ

れ
故
、
名
物
茶
器
を
所
持
す
る
こ
と
は
武
将
と
し
て
の
権
威
を

象
徴
す
る
も
の
と
な
り
、
名
器
所
持
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と

も
な
っ
た
の
で
す
。

前
田
利
家
の
茶
の
師
匠
は
千
利
休

で
あ
り
、
利
休
没
後
は
信
長
の
弟
で

あ
る
織
田
有
楽
が
利
家
晩
年
の
茶
の

指
導
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
利
家
の
茶
の
湯
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ

の
一
端
を
展
示
作
品
か
ら
紹
介
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

「
利
家
と
ま
つ

加
賀
百
万
石
物
語
展
」
そ
の
二

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

小倉色紙　藤原定家
鎌倉時代　財団法人三井文庫蔵

秀
歌
を
選
び
、
色
紙
に
書
写
し
た
も
の
で
す
。
歌
は
平
安
時

代
後
期
の
歌
人
、
源
俊
頼
が
詠
ん
だ
「
う
か
り
け
る
ひ
と
を

は
つ
せ
の
や
ま
お
ろ
し
よ
は
け
し
か
れ
と
は
い
の
ら
ぬ
も
の

を
」
で
す
。
色
紙
の
寸
法
や
、
軸
に
使
用
さ
れ
て
い
る
裂
地

に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

十
一
月
十
三
日
、
利
家
は
秀
吉
か
ら
、
北
野
大
茶
湯
に
出
陳

さ
れ
た
「
唐
物
茄
子
茶
入
　
銘
富
士
」
を
拝
領
し
、
台
子
茶

の
湯
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
下
人
た
る
権
威
付
け
の

セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
り
、
利
家
は
、
こ
の
時
代
の
文
化
の
象
徴

で
あ
っ
た
茶
の
湯
の
世
界
に
お
い
て
も
、
天
下
人
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
た
と
い
え
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
利

家
と
利
休
の
親
交
を
示
す
「
千
利
休
自
筆
書
状
　
筑
前
宛
」

は
、
初
め
て
の
展
覧
会
出
品
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
利
家
を
は
じ
め
と
し
て
、
利
長
、
利
常
所

持
の
茶
の
湯
道
具
が
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。（
＊
文
中
の

ゴ
シ
ッ
ク
体
は
、
展
覧
会
出
品
作
品
で
す
。）

（
高
嶋
清
栄
　
学
芸
専
門
員
）

「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
展
〜
前
田
家
と
百
万
石
文
化
〜
」

九
月
十
四
日（
土
）〜
十
月
二
十
七
日（
日
）



気
が
つ
け
ば
、
も
う
雨
の
季
節
。
し
っ
と
り
と
潤
っ

た
紫
陽
花

あ

じ

さ

い

が
映
え
る
頃
で
す
。
葉
や
花
に
露
が
連
な
り
、

風
に
散
り
こ
ぼ
れ
る
時
、
そ
の
美
し
さ
に
思
わ
ず
は
っ

と
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て
…
。
ち
ょ
う
ど
展
示
室
は
日
展

金
沢
展
が
真
っ
盛
り
。
心
奪
わ
れ
る
作
品
に
出
会
っ
て

み
た
い
で
す
ね
。

さ
て
、
今
月
の
ご
紹
介
は
『
前
田
育
徳
会
の
名
宝
百

工
比
照
』
で
す
。
前
号
に
引
き
続
い
て
の
五
代
藩
主
前

田
綱
紀
関
係
本
で
、
書
名
だ
け
見
る
と
、
何
の
こ
と
か

な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、「
百
工
比
照

ひ
ゃ
っ
こ
う
ひ
し
ょ
う

」
の
「
百

工
」
と
は
様
々
な
種
類
の
工
芸
ま
た
は
工
匠
の
こ
と
、

「
比
照
」
は
比
較
対
照
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
江
戸

時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
、
各
種
工
芸
の
実
物

資
料
や
見
本
、
模
造
品
、
文
書
資
料
な
ど
を
集
め
た
も

の
で
、
総
点
数
は
二
千
点
以
上
！
。
し
か
も
こ
れ
は
綱

紀
公
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
も
の
。
ど
う
や

ら
加
賀
藩
細
工
所
用
の
参
考
資
料
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
ら
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
当
時
の
加
賀
藩
の

美
術
工
芸
は
、
細
工
所
を
中
心
に
し
て
、
見
事
な
展
開

を
と
げ
て
い
ま
す
。
今
で
は
近
世
工
芸
技
術
研
究
に
は

欠
か
せ
な
い
資
料
と
な
っ
て
い
て
、
重
要
文
化
財
に
も
指

定
。
秋
に
開
催
予
定
の
「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物

語
展
」
で
も
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
で
す
が
公
開
さ
れ
ま
す

よ
。
全
九
十
三
頁
（
図
版
は
カ
ラ
ー
三
十
頁
、
モ
ノ
ク
ロ

二
十
三
頁
）
で
詳
し
い
解
説
付
き
で
す
。
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石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
二
四
号
　
平
成
十
四
年
六
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

六
月
十
七
日（
月
）〜
十
九
日（
水
）

下
村
氏
は
、
こ
れ
ま
で
花
鳥
画
を
中
心
に
、
精
力
的
に
制
作

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
モ
チ
ー
フ
の
多
く
は
、
作
者
が
暮

ら
す
北
陸
の
豊
か
な
自
然
の
中
か
ら
見
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ぼ
く
の
基
本
は
、
得
心
の
い
く
ま
で
写
生
を
す
る
こ
と
で
す
。

自
然
と
向
か
い
合
っ
て
長
い
こ
と
語
り
合
う
の
で
す
。
こ
う
い

う
風
に
し
た
ら
い
い
か
、
こ
れ
は
ど
う
か
と
長
い
こ
と
対
話
を

し
て
い
る
と
、
自
然
の
方
か
ら
、
〝
こ
う
い
う
組
み
方
を
し
た

ら
ど
う
か
〞
と
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
然
か
ら

の
モ
チ
ー
フ
の
発
見
と
、
ど
う
し
た
ら
そ
れ
を
表
現
で
き
る
か

と
い
う
発
明
。
こ
の
二
つ
が
大
事
で
す
。」
と
作
者
が
述
べ
る

よ
う
に
、
心
ゆ
く
ま
で
自
然
と
対
峙
し
、
対
話
を
重
ね
る
こ
と

で
、
生
を
営
む
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
や
花
の
特
徴
を
つ
か
み
取
り
、

そ
れ
ら
を
巧
み
に
構
成
し
画
面
を
形
成
し
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
作
品
は
、
残
雪
が
見
え
る
春
ま
だ
浅
い
頃
の
金
沢
の
郊

外
を
描
い
た
も
の
で
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
群
が
木
の
枝
に
と
ま
っ

て
い
る
様
子
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
視
点
を
低
く
設
定
し
、
前

景
の
大
樹
を
、
幹
の
根
元
や
枝
先
を
断
ち
切
っ
て
画
面
の
な
か

に
収
め
た
こ
と
で
、
大
き
な
空
間
の
広
が
り
を
暗
示
さ
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鳥
た
ち
の
様
々
な
フ
ォ
ル
ム
は
、
今
ま
さ
に
動

き
だ
そ
う
と
す
る
か
の
よ
う
で
、
春
の
到
来
を
待
ち
わ
び
て
い

る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

金
沢
市
に
生
ま
れ
た
下
村
氏
は
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
、

京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
を
卒
業
。
東
丘
社
に
入
り
、
堂
本
印

象
に
師
事
。
日
展
を
中
心
に
作
品
を
発
表
、
金
沢
美
術
工
芸
大

学
で
は
、
な
が
く
後
進
の
指
導
に
も
あ
た
り
ま
し
た
。

集る
下村正一 大正3年（1914）～

昭和50年　1975

第7回改組日展

縦212.4 横151.9（cm）
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